
            
    

基
本
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策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
１ １１１

    
安

全
な

農
林

産
物

の
提

供
の

推
進

 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
１

）
生

産
者

に
対

す
る

農
薬

適
正

使
用

の
啓

発
 

生
産

者
へ

の
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

、
講

習
会

や
研

修
会

の
開

催
、

農
薬

販
売

者
に

対
す

る
農

薬
管

理
指

導
士

の
認

定
な

ど
を

通
し

、
生

産
者

に
対

す
る

農
薬

適
正

使
用

の
啓

発
を

行
い

ま
す

。
 

①
概

要
①

概
要

①
概

要
①

概
要

    
 

農
薬

適
正

使
用

に
関

す
る

啓
発

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
や

、
各

地
方

局
単

位
で

の
講

習
会

の
開

催
、

普
及

組
織

に
よ

る
栽

培
講

習
会

等
で

の
指

導
を

、
引

き
続

き
実

施
す

る
。

 
ま

た
、

農
薬

適
正

使
用

に
つ

い
て

、
農

薬
購

入
者

及
び

農
薬

使
用

者
に

対
し

て
指

導
す

る
こ

と
を

主
な

任
務

と
す

る
農

薬
管

理
指

導
士

の
認

定
を

、
引

き
続

き
実

施
す

る
。

 

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

    
 

【
農

薬
適

正
使

用
講

習
会

・
研

修
会

の
開

催
回

数
】
 

開
催

回
数

の
維

持
に

よ
り

、
啓

発
活

動
の

指
標

と
な

る
。

 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

―
 

4
1
0
回

 
―

 
―

 
―

 
―

 
4
1
0
回

 
 

 
実

績
 

4
3
1
回

 
5
0
3
回

 
3
5
1
回

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

《
農

薬
管

理
指

導
士

》
 

農
薬

取
扱

者
の

資
質

を
向

上
し

、
農

薬
に

よ
る

危
被

害
の

未
然

防
止

及
び

環
境

保
全

対
策

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

農
薬

販
売

者
等

に
対

し
て

、
農

薬
に

関
す

る
専

門
的

な
研

修
及

び
試

験
を

実
施

し
、

合
格

し
た

者
を

農
薬

管
理

指
導

士
と

し
て

認
定

し
て

い
る

。
農

薬
管

理
指

導
士

は
、

農
薬

購
入

者
及

び
農

薬
使

用
者

に
対

し
て

、
農

薬
適

正
使

用
の

指
導

を
す

る
こ

と
を

主
な

任
務

と
し

て
い

る
。

 
 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
農

薬
適

正
使

用
推

進
事

業
費

（
農

産
園

芸
課

）
 

・
農

薬
の

適
正

販
売

及
び

安
全

か
つ

適
正

な
使

用
、

農
薬

に
よ

る
事

故
防

止
を

目
的

に
、

各
地

方
局

に
お

い
て

農
薬

適
正

使
用

講
習

会
等

を
開

催
し

た
。

 
・
平

成
2
7
年

度
農

薬
適

正
使

用
講

習
会

の
開

催
結

果
 

〔
日

程
・
参

加
者

数
〕
 

6
月

1
8
日

 
東

予
地

方
局

 
1
0
5
名

 
6
月

2
6
日

 
南

予
地

方
局

 
 
7
8
名

 
6
月

2
9
日

 
中

予
地

方
局

 
 
8
1
名

 
・
平

成
2
7
年

度
農

薬
管

理
指

導
士

認
定

及
び

更
新

研
修

会
 

1
月

2
8
日

 
新

規
2
2
名

 
更

新
4
2
名

 
・
上

記
4
回

の
ほ

か
、

小
規

模
単

位
で

の
技

術
講

習
会

を
3
4
7
回

実
施

し
た

。
（
新

し
い

技
術

の
講

習
等

の
た

め
、

年
度

に
よ

っ
て

回
数

が
増

減
す

る
。

）
 

【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
農

産
園

芸
課

）
 

講
習

会
等

の
開

催
に

よ
り

、
農

業
者

の
適

正
使

用
へ

の
認

識
が

更
に

高
ま

り
、

農
薬

に
よ

る
事

故
の

減
少

が
図

ら
れ

る
。

 
県

産
農

産
物

の
安

全
性

確
保

、
農

薬
に

よ
る

危
被

害
の

未
然

防
止

を
図

る
た

め
、

今
後

と
も

、
農

薬
適

正
使

用
講

習
会

並
び

に
農

薬
管

理
指

導
士

認
定

及
び

更
新

研
修

会
を

開
催

し
、

引
き

続
き

、
県

産
農

産
物

の
安

全
性

確
保

に
努

め
る

。
 

Ⅳ
 
取
組
個
票
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安

全
な

農
林

産
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供
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進

 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
２

）
農

薬
販

売
者

や
農

薬
使

用
者

に
対

す
る

立
入

検
査

の
実

施
 

適
正

な
農

薬
の

販
売

及
び

使
用

を
確

保
す

る
た

め
、

地
方

局
農

薬
取

締
職

員
に

よ
る

計
画

的
な

農
薬

販
売

者
に

対
す

る
立

入
検

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
農

薬
使

用
者

へ
の

立
入

検
査

を
実

施
し

ま
す

。
 

①
概

要
①

概
要

①
概

要
①

概
要

    
 

農
薬

販
売

業
者

へ
の

立
入

検
査

に
つ

い
て

は
、

同
一

営
業

所
に

対
し

て
３

年
に

１
回

、
計

画
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

使
用

者
に

つ
い

て
は

、
適

正
使

用
の

確
認

の
た

め
に

必
要

に
応

じ
て

立
入

検
査

を
行

っ
て

お
り

、
今

後
も

引
き

続
き

実
施

す
る

。
 

 

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

    
 

【
農

薬
販

売
者

に
対

す
る

立
入

検
査

実
施

件
数

】
 

件
数

の
維

持
に

よ
り

、
検

査
確

認
状

況
の

指
標

と
な

る
。

 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

―
 

3
0
0

件
 

―
 

―
 

―
 

―
 

3
0
0

件
 

 

 
実

績
 

2
5
8

件
 

2
9
0

件
 

2
5
7

件
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

 
 

 
 

―
 

  【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
農

薬
適

正
使

用
推

進
事

業
費

（
農

産
園

芸
課

）
 

・
農

薬
の

保
管

管
理

及
び

流
通

の
適

正
化

を
図

る
と

と
も

に
、

安
全

か
つ

適
正

な
使

用
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
に

農
薬

販
売

者
等

へ
立

入
検

査
を

行
っ

た
。

 
・
平

成
2
7
年

度
立

入
検

査
結

果
 

農
薬

販
売

者
実

施
件

数
：
2
5
7
販

売
所

（
届

出
・
帳

簿
の

不
備

等
が

あ
り

改
善

指
導

を
実

施
し

た
件

数
：
2
6
件

）
 

農
薬

使
用

者
実

施
件

数
：
0
件

（
農

薬
の

使
用

基
準

違
反

が
な

か
っ

た
た

め
実

施
な

し
）
 

       【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
農

産
園

芸
課

）
 

農
薬

販
売

業
者

へ
の

立
入

検
査

に
つ

い
て

は
、

同
一

営
業

所
に

対
し

て
３

年
に

１
回

、
計

画
的

に
実

施
し

て
い

る
。

 調
査

の
結

果
、

届
出

・
帳

簿
の

不
備

等
の

軽
微

な
違

反
は

、
年

間
2
0
件

前
後

を
改

善
指

導
し

て
い

る
が

、
無

登
録

農
薬

・
販

売
禁

止
農

薬
の

販
売

等
の

重
大

な
違

反
は

発
生

し
て

い
な

い
。

 
今

後
も

引
き

続
き

立
入

検
査

を
実

施
す

る
。
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Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ
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①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ
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向
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安

全
な

農
林

産
物

の
提

供
の

推
進

 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
３

）
出

荷
前

農
産

物
の

残
留

農
薬

分
析

に
よ

る
安

全
性

の
確

認
 

出
荷

前
農

産
物

の
安

全
性

を
確

認
す

る
た

め
、

残
留

農
薬

分
析

を
計

画
的

に
実

施
し

ま
す

。
 

 ①
概

要
①

概
要

①
概

要
①

概
要

    
 

県
産

農
産

物
の

生
産

段
階

に
お

け
る

安
全

性
を

確
認

す
る

た
め

、
生

産
者

個
々

に
お

け
る

農
薬

適
正

使
用

と
そ

の
記

帳
に

加
え

、
農

林
水

産
研

究
所

に
お

い
て

最
大

4
4
1
成

分
の

残
留

農
薬

分
析

を
行

っ
て

お
り

、
今

後
も

引
き

続
き

実
施

す
る

。
 

 ②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

    
 

【
出

荷
前

の
農

産
物

の
残

留
農

薬
分

析
件

数
】
 

分
析

件
数

を
維

持
す

る
こ

と
に

よ
り

、
安

全
性

の
確

認
状

況
の

指
標

と
な

る
。

 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

―
 

3
0
0

件
 

―
 

―
 

―
 

―
 

3
2
5

件
 

 

 
実

績
 

3
1
1

件
 

3
1
2

件
 

3
2
2

件
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

 
 

 
 

―
 

 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
農

薬
適

正
使

用
推

進
事

業
費

（
農

産
園

芸
課

）
 

・
農

産
物

の
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
、

農
業

者
に

お
け

る
生

産
工

程
管

理
・
記

帳
に

加
え

、
生

産
段

階
に

お
け

る
農

薬
残

留
分

析
を

農
林

水
産

研
究

所
で

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

基
準

値
の

超
過

は
な

か
っ

た
。

 
・
平

成
2
7
年

度
農

薬
残

留
調

査
結

果
（
2
7
5
成

分
）
 

穀
類

（
米

、
麦

、
大

豆
）
：
3
0
件

 
野

菜
：
1
3
8
件

 
果

樹
：
1
5
2
件

 
茶

 
：
 

 
2
件

 
    【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
農

産
園

芸
課

）
 

農
林

水
産

研
究

所
で

の
残

留
農

薬
分

析
の

結
果

、
基

準
値

の
超

過
は

み
ら

れ
ず

、
農

薬
に

よ
る

農
作

業
中

の
中

毒
・
死

亡
事

故
も

発
生

し
て

い
な

い
。

残
留

農
薬

の
分

析
は

、
食

の
安

全
・
安

心
に

大
き

く
貢

献
し

て
お

り
、

今
後

も
引

き
続

き
実

施
す

る
。

 
農

薬
適

正
使

用
講

習
会

等
の

開
催

に
よ

り
、

農
業

者
の

適
正

使
用

へ
の

認
識

が
更

に
高

ま
り

、
農

薬
事

故
の

減
少

が
図

ら
れ

る
。

 
      

    

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
１ １１１

    
安

全
な

農
林

産
物

の
提

供
の

推
進

 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
４

）
農

薬
適

正
使

用
の

推
進

 
農

業
団

体
が

実
施

し
て

い
る

生
産

者
個

々
に

お
け

る
農

薬
使

用
の

記
帳

運
動

と
連

携
し

、
記

帳
の

徹
底

を
図

り
ま

す
。

 
愛

媛
県

農
薬

適
正

使
用

推
進

協
議

会
に

お
い

て
、

農
業

団
体

や
農

薬
販

売
者

等
が

一
体

と
な

っ
て

農
薬

の
適

正
使

用
を

推
進

し
、

安
全

・
安

心
な

農
産

物
の

生
産

体
制

の
確

保
に

努
め

ま
す

。
 

①
概

要
①

概
要

①
概

要
①

概
要

    
 

農
業

団
体

で
は

、
生

産
者

個
々

に
お

け
る

農
薬

使
用

の
記

帳
運

動
を

実
施

し
て

お
り

、
農

協
出

荷
者

以
外

に
つ

い
て

も
記

帳
の

徹
底

を
図

る
。

愛
媛

県
農

薬
適

正
使

用
推

進
協

議
会

活
動

を
通

じ
て

、
農

薬
の

適
正

使
用

を
推

進
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

も
引

き
続

き
実

施
す

る
。

 
 

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

    
 

 
 

 
 

―
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

《
愛

媛
県

農
薬

適
正

使
用

推
進

協
議

会
》
 

平
成

1
4
年

９
月

、
農

薬
の

適
正

な
流

通
・
使

用
の

徹
底

を
推

進
し

、
農

産
物

の
安

全
性

と
産

地
と

し
て

の
信

頼
性

を
確

保
す

る
た

め
、

設
置

し
た

も
の

。
県

、
農

業
団

体
、

農
薬

販
売

者
等

か
ら

構
成

さ
れ

て
お

り
、

農
薬

適
正

使
用

の
徹

底
、

残
留

農
薬

検
査

の
実

施
、

無
登

録
農

薬
の

情
報

、
そ

の
他

農
薬

の
適

正
使

用
推

進
に

必
要

な
事

項
に

関
し

て
協

議
を

行
っ

て
い

る
。

 
 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
農

薬
適

正
使

用
推

進
事

業
費

（
農

産
園

芸
課

）
 

・
農

薬
の

安
全

使
用

を
図

る
た

め
、

G
A

P
研

修
会

や
各

地
方

局
ご

と
の

講
習

会
に

お
い

て
記

帳
の

徹
底

を
図

っ
た

。
 

・
平

成
2
7
年

度
G

A
P
研

修
会

の
開

催
結

果
 

〔
日

程
・
参

加
者

数
〕
6
月

1
5
・
1
6
日

（
2
4
名

・
1
7
名

）
、

2
月

1
6
日

（
8
9
名

）
、

3
月

2
3
日

(2
0
名

) 
計

（
延

べ
）
1
5
0
名

 
・
農

薬
の

適
正

な
使

用
及

び
危

害
防

止
を

図
る

た
め

、
農

薬
適

正
使

用
推

進
協

議
会

を
開

催
し

、
農

薬
の

情
報

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

行
政

、
農

薬
販

売
業

者
、

農
薬

防
除

者
の

意
見

交
換

を
行

っ
た

。
 

・
平

成
2
7
年

度
農

薬
適

正
使

用
推

進
協

議
会

の
開

催
結

果
 

〔
開

催
日

〕
 

5
月

1
1
日

 
〔
内

容
〕
 

・
農

産
物

の
安

全
性

確
保

に
つ

い
て

 
・
農

薬
適

正
使

用
の

推
進

に
つ

い
て

 
ほ

か
 

 【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
農

産
園

芸
課

）
 

生
産

者
自

ら
が

、
農

業
生

産
工

程
の

全
体

を
見

通
し

て
、

食
品

安
全

を
は

じ
め

様
々

な
観

点
か

ら
注

意
す

べ
き

管
理

点
(点

検
項

目
)を

定
め

、
こ

れ
に

沿
っ

て
農

作
業

を
実

施
・
記

録
し

、
検

証
を

行
っ

て
農

作
業

の
改

善
を

結
び

つ
け

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

食
品

の
安

全
性

、
信

頼
性

確
保

等
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
安

全
安

心
シ

ス
テ

ム
（
G

A
P
）
の

導
入

を
今

後
も

推
進

し
、

食
に

対
す

る
消

費
者

の
不

安
が

高
ま

る
中

、
引

き
続

き
、

県
産

農
産

物
の

安
全

性
確

保
に

努
め

る
。

 
農

薬
の

適
正

な
使

用
及

び
危

害
防

止
を

図
る

た
め

、
一

年
間

実
施

す
る

様
々

な
事

業
計

画
を

協
議

し
て

お
り

、
今

後
も

引
き

続
き

開
催

す
る

こ
と

と
し

、
安

全
安

心
な

農
産

物
の

生
産

体
制

の
確

保
に

努
め

る
。

 

    
    

8



 
 

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
１ １１１

    
安

全
な

農
林

産
物

の
提

供
の

推
進

 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
５

）
有

機
農

業
、

環
境

保
全

型
農

業
の

推
進

 
有

機
農

業
実

践
農

家
の

技
術

・
経

営
調

査
に

よ
る

栽
培

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

策
定

や
実

証
展

示
圃

の
設

置
、

試
験

研
究

機
関

に
お

け
る

有
機

栽
培

技
術

の
確

立
を

目
指

す
と

と
も

に
、

商
談

会
等

を
活

用
し

て
食

品
加

工
や

直
接

販
売

等
の

取
組

み
の

支
援

に
努

め
ま

す
。

 
土

づ
く

り
や

、
化

学
肥

料
・
化

学
農

薬
の

節
減

技
術

を
普

及
推

進
す

る
と

と
も

に
、

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
の

育
成

、
エ

コ
え

ひ
め

農
産

物
の

生
産

促
進

ほ
か

、
外

観
品

質
よ

り
も

そ
の

栽
培

方
法

を
評

価
す

る
販

売
先

の
開

拓
の

支
援

に
努

め
ま

す
。

 

①
概

要
①

概
要

①
概

要
①

概
要

    
 

農
家

が
有

機
農

業
に

取
り

組
む

場
合

、
化

学
肥

料
・
化

学
農

薬
を

使
用

し
な

い
た

め
、

一
般

栽
培

並
の

収
量

・
品

質
を

得
る

こ
と

や
、

規
格

を
揃

え
、

ま
と

め
て

販
売

す
る

こ
と

が
難

し
く

、
有

機
農

産
物

を
評

価
す

る
消

費
者

・
量

販
店

等
の

販
売

先
を

開
拓

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
有

機
栽

培
技

術
の

確
立

や
、

食
品

加
工

、
直

接
販

売
等

の
取

組
み

の
支

援
に

今
後

と
も

取
り

組
み

、
有

機
農

業
の

普
及

・
拡

大
に

努
め

る
。

 
土

づ
く

り
や

、
化

学
肥

料
・
化

学
農

薬
の

使
用

削
減

、
農

業
生

産
資

材
の

適
正

処
理

等
に

よ
る

環
境

負
荷

の
軽

減
に

配
慮

し
た

環
境

保
全

型
農

業
に

つ
い

て
、

技
術

の
普

及
、

生
産

者
の

育
成

、
販

売
先

の
開

拓
等

を
通

じ
て

推
進

す
る

。
 

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

    
 

【
有

機
農

業
取

組
面

積
】
 

取
組

面
積

の
増

加
に

よ
り

、
推

進
活

動
効

果
の

指
標

と
な

る
。

 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

―
 

5
7
0
h
a 

―
 

―
 

―
 

―
 

4
7
5
h
a 

 

 
実

績
 

3
7
3
h
a 

3
5
5
h
a 

3
5
5
h
a 

 
 

 
 

 

【
エ

コ
フ

ァ
ー

マ
ー

取
組

面
積

】
 

取
組

面
積

の
増

加
に

よ
り

、
推

進
活

動
効

果
の

指
標

と
な

る
。

 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

―
 

1
,2

0
0
h
a 

―
 

―
 

―
 

―
 

1
,2

0
0
h
a 

 

 
実

績
 

5
6
0
h
a 

5
6
7
h
a 

5
4
5
h
a 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

《
有

機
農

業
》
 

化
学

的
に

合
成

さ
れ

た
肥

料
及

び
農

薬
を

使
用

し
な

い
こ

と
並

び
に

遺
伝

子
組

換
え

技
術

を
利

用
し

な
い

こ
と

を
基

本
と

し
て

、
農

業
生

産
に

由
来

す
る

環
境

へ
の

負
荷

を
で

き
る

限
り

低
減

し
た

農
業

生
産

の
方

法
を

用
い

て
行

わ
れ

る
農

業
。

 
《
環

境
保

全
型

農
業

》
 

農
業

の
持

つ
自

然
循

環
機

能
を

生
か

し
、

生
産

性
と

の
調

和
な

ど
に

留
意

し
つ

つ
、

資
源

の
循

環
利

用
に

よ
る

土
づ

く
り

や
、

化
学

肥
料

、
化

学
農

薬
の

使
用

削
減

、
農

業
生

産
資

材
の

適
正

処
理

等
に

よ
る

環
境

負
荷

の
軽

減
に

配
慮

し
た

持
続

的
な

農
業

。
 

《
エ

コ
フ

ァ
ー

マ
ー

》
 

持
続

性
の

高
い

農
業

生
産

方
式

の
導

入
の

促
進

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
き

、
土

づ
く

り
技

術
、

化
学

肥
料

使
用

低
減

技
術

、
化

学
合

成
農

薬
使

用
低

減
技

術
を

一
体

的
に

導
入

す
る

計
画

を
立

て
、

知
事

の
認

定
を

受
け

た
農

業
者

の
こ

と
。

 
《
エ

コ
え

ひ
め

農
産

物
》
 

化
学

肥
料

・
化

学
農

薬
を

３
割

以
上

削
減

し
た

農
産

物
を

県
が

認
証

。
 

   

 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
有

機
農

業
推

進
事

業
費

（
農

産
園

芸
課

）
 

・
農

業
生

産
に

由
来

す
る

環
境

へ
の

負
荷

を
大

幅
に

低
減

す
る

有
機

農
業

を
推

進
す

る
た

め
、

県
内

3
カ

所
に

実
証

圃
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
有

機
農

業
講

座
を

開
催

し
た

。
 

・
平

成
2
7
年

度
 

実
証

展
示

圃
 

し
ま

な
み

指
導

班
 

温
州

み
か

ん
2
0
a、

レ
モ

ン
1
0
a 

久
万

高
原

指
導

班
 

ス
ィ

ー
ト
コ

ー
ン

6
a、

ト
マ

ト
6
a 

鬼
北

指
導

班
 

ユ
ズ

2
4
a 

●
高

収
益

大
規

模
有

機
栽

培
技

術
確

立
試

験
費

（
農

産
園

芸
課

）
 

・
県

で
は

有
機

農
業

推
進

計
画

を
策

定
し

、
有

機
農

業
へ

の
取

組
を

推
進

し
て

い
る

が
、

収
量

・
品

質
が

不
安

定
で

労
力

も
か

か
る

こ
と

か
ら

大
規

模
経

営
体

が
少

な
く

、
栽

培
面

積
や

生
産

量
は

増
加

し
て

い
な

い
。

 
そ

こ
で

、
今

ま
で

に
得

ら
れ

た
技

術
を

組
み

合
わ

せ
、

機
械

化
が

可
能

な
「
水

稲
－

た
ま

ね
ぎ

体
系

」
で

高
収

益
を

目
指

し
た

１
ヘ

ク
タ

ー
ル

規
模

の
大

規
模

有
機

栽
培

技
術

の
栽

培
実

証
を

行
い

、
経

営
デ

ー
タ

等
を

収
集

し
た

。
ま

た
有

機
栽

培
水

田
に

お
け

る
生

物
調

査
を

行
い

、
作

型
の

違
い

に
よ

る
生

物
多

様
性

の
評

価
を

行
っ

た
。

 
●

環
境

に
優

し
い

農
業

生
産

活
動

推
進

事
業

費
（
農

産
園

芸
課

）
 

・
有

機
性

資
源

の
循

環
利

用
に

よ
る

土
づ

く
り

や
化

学
肥

料
、

化
学

農
薬

の
節

減
技

術
等

、
導

入
す

べ
き

生
産

方
式

の
確

立
と

普
及

推
進

活
動

に
一

体
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

有
害

物
質

対
策

を
実

施
し

、
流

通
販

売
・
加

工
業

者
と

の
環

境
保

全
型

農
業

推
進

大
会

を
開

催
し

た
。

 
・
平

成
2
7
年

度
 

環
境

保
全

型
農

業
推

進
大

会
開

催
結

果
 

 
〔
日

程
・
参

加
者

数
〕
 

2
月

1
6
日

 
8
9
名

 
・
エ

コ
フ

ァ
ー

マ
ー

認
定

数
 

6
8
0
人

 
●

特
別

栽
培

農
産

物
等

認
証

事
業

費
（
農

産
園

芸
課

）
 

・
認

証
審

査
会

を
年

7
回

開
催

し
、

2
2
3
件

（
水

稲
・
大

豆
4
0
件

、
野

菜
1
2
4
件

、
果

樹
5
6
件

、
そ

の
他

3
件

）
の

エ
コ

え
ひ

め
農

産
物

を
認

証
し

、
認

証
さ

れ
た

農
産

物
の

残
留

農
薬

分
析

を
実

施
し

た
。

（
栽

培
者

数
1
,9

9
0
人

、
栽

培
面

積
9
1
4
h
a）

 
・
認

証
委

員
会

（
委

員
７

名
）
を

1
月

7
日

に
開

催
し

、
認

証
状

況
の

報
告

、
認

証
制

度
の

運
用

、
新

た
な

認
証

対
象

作
物

の
追

加
、

認
証

農
産

物
の

Ｐ
Ｒ

な
ど

に
つ

い
て

協
議

し
た

。
 

●
エ

コ
え

ひ
め

農
産

物
販

路
拡

大
等

推
進

事
業

費
(ブ

ラ
ン

ド
戦

略
課

）
 

・
制

度
の

普
及

啓
発

や
販

路
拡

大
の

た
め

に
、

「
エ

コ
え

ひ
め

農
産

物
交

流
・
体

験
ツ

ア
ー

」
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
既

存
の

生
産

者
と

小
売

り
の

つ
な

が
り

だ
け

で
な

く
、

ＪＡ
や

卸
売

市
場

を
経

由
し

た
流

通
ル

ー
ト
を

構
築

す
る

こ
と

に
よ

り
、

松
山

市
内

の
ス

ー
パ

ー
に

設
置

し
た

認
証

農
産

物
の

常
設

販
売

コ
ー

ナ
ー

に
、

年
間

を
通

じ
て

安
定

的
に

農
産

物
が

供
給

さ
れ

る
仕

組
み

づ
く

り
を

行
っ

た
。

 

【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
農

産
園

芸
課

）
 

生
産

者
の

高
齢

化
等

に
よ

り
面

積
は

減
少

と
な

っ
た

が
、

取
組

み
は

一
定

の
水

準
を

維
持

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

有
機

農
業

推
進

事
業

で
は

、
県

下
３

箇
所

で
設

置
し

て
い

る
有

機
栽

培
の

実
証

展
示

圃
で

の
取

組
技

術
や

実
証

結
果

等
を

、
普

及
機

関
を

通
じ

て
有

機
農

業
講

座
を

開
催

し
、

農
業

者
の

有
機

農
業

の
取

組
の

支
援

に
努

め
た

。
 

高
収

益
大

規
模

有
機

栽
培

技
術

確
立

試
験

で
は

、
 
普

通
期

「
に

こ
ま

る
」
を

作
型

に
加

え
、

生
育

状
況

、
品

質
、

病
害

虫
の

発
生

状
況

を
調

査
す

る
と

と
も

に
、

早
期

水
稲

の
後

作
に

タ
マ

ネ
ギ

の
セ

ッ
ト

栽
培

を
導

入
し

、
年

内
出

荷
の

作
型

を
検

討
。

生
物

多
様

性
調

査
を

あ
わ

せ
て

行
い

、
栽

培
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

の
た

め
の

基
礎

資
料

を
確

保
し

た
。

 
エ

コ
フ

ァ
ー

マ
ー

認
定

数
は

農
家

の
高

齢
化

に
よ

り
昨

年
と

比
較

し
て

1
0
0
名

以
上

減
少

し
た

。
今

後
、

エ
コ

え
ひ

め
農

産
物

（
特

別
栽

培
農

産
物

等
認

証
制

度
）
と

合
わ

せ
て

支
援

す
る

。
 

（
ブ

ラ
ン

ド
戦

略
課

）
 

市
場

経
由

の
流

通
を

促
す

こ
と

に
よ

り
、

松
山

市
内

ス
ー

パ
ー

に
お

け
る

エ
コ

え
ひ

め
農

産
物

の
常

設
販

売
コ

ー
ナ

ー
は

、
５

店
舗

か
ら

６
店

舗
に

増
加

し
、

品
目

・
量

と
も

に
あ

る
程

度
増

加
し

た
が

、
夏

場
等

に
安

定
供

給
が

難
し

い
と

い
う

課
題

は
残

っ
て

お
り

、
今

後
も

生
産

者
や

ＪＡ
、

卸
売

市
場

と
連

携
し

て
取

扱
品

目
の

拡
大

を
図

り
、

引
い

て
は

生
産

者
の

苦
労

に
見

合
う

優
位

販
売

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
。
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基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
１ １１１

    
安

全
な

農
林

産
物

の
提

供
の

推
進

 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
６

）
Ｇ

Ａ
Ｐ

（
農

業
生

産
工

程
管

理
）
の

推
進

 
Ｇ

Ａ
Ｐ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

産
地

や
生

産
者

へ
啓

発
す

る
と

と
も

に
、

生
産

者
の

目
的

に
応

じ
た

Ｇ
Ａ

Ｐ
の

推
進

に
努

め
ま

す
。

 
 ①

概
要

①
概

要
①

概
要

①
概

要
    

 
G

A
P
の

取
組

み
に

つ
い

て
、

今
後

と
も

、
産

地
や

生
産

者
へ

啓
発

す
る

と
と

も
に

、
農

薬
使

用
の

記
帳

に
加

え
て

、
衛

生
管

理
等

に
つ

い
て

も
記

帳
を

推
進

す
る

。
 

ま
た

、
市

町
、

ＪＡ
等

、
関

係
機

関
・
団

体
と

連
携

し
、

Ｇ
Ａ

Ｐ
導

入
の

支
援

体
制

の
確

立
に

努
め

て
い

る
。

 
 ②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
    

 
 

 
 

 
―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

《
Ｇ

Ａ
Ｐ

（
G

o
o
d
 
A

gr
ic

u
lt

u
ra

l 
P
ra

ct
ic

e）
》
 

農
業

者
自

ら
が

、
（
１

）
農

作
業

の
点

検
項

目
を

決
定

し
、

（
２

）
点

検
項

目
に

従
い

農
作

業
を

行
い

記
録

し
、

（
３

）
記

録
を

点
検

・
評

価
し

、
改

善
点

を
見

出
し

、
（
４

）
次

回
の

作
付

け
に

活
用

す
る

と
い

う
一

連
の

「
農

業
生

産
工

程
の

管
理

手
法

」
の

こ
と

。
食

品
衛

生
管

理
手

法
の

一
つ

で
あ

る
Ｈ

Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ

の
農

業
版

と
解

さ
れ

る
（
生

産
工

程
の

各
段

階
で

、
生

物
学

的
（
微

生
物

）
、

化
学

的
（
残

留
農

薬
等

）
、

物
理

的
（
異

物
等

）
な

危
害

を
分

析
し

、
生

産
工

程
毎

の
重

要
管

理
ポ

イ
ン

ト
を

明
確

に
し

て
、

農
産

物
の

安
全

性
を

高
め

て
い

く
手

法
）
。

 
 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
農

薬
適

正
使

用
推

進
事

業
費

（
農

産
園

芸
課

）
 

食
の

安
全

・
安

心
や

、
環

境
負

荷
の

低
減

、
農

作
業

等
労

働
安

全
に

つ
な

が
る

農
業

生
産

工
程

管
理

（
G

A
P
）
の

推
進

を
図

る
た

め
、

指
導

者
研

修
会

や
生

産
者

や
生

産
者

団
体

に
対

し
て

実
践

的
な

指
導

を
実

施
し

た
。

 
平

成
2
7
年

度
G

A
P
研

修
会

の
開

催
結

果
 

〔
日

程
・
参

加
者

数
〕
6
月

1
5
・
1
6
日

（
2
4
名

・
1
7
名

）
、

2
月

1
6
日

（
8
9
名

）
、

3
月

2
3
日

（
2
0
名

）
 

計
（
延

べ
）
1
5
0
名

 
    【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
農

産
園

芸
課

）
 

生
産

者
自

ら
が

、
農

業
生

産
工

程
の

全
体

を
見

通
し

て
、

食
品

安
全

を
は

じ
め

様
々

な
観

点
か

ら
注

意
す

べ
き

管
理

点
(点

検
項

目
)を

定
め

、
こ

れ
に

沿
っ

て
農

作
業

を
実

施
・
記

録
し

、
検

証
を

行
っ

て
農

作
業

の
改

善
を

結
び

つ
け

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

食
品

の
安

全
性

、
信

頼
性

確
保

等
に

つ
な

が
る

こ
と

か
ら

、
安

全
安

心
シ

ス
テ

ム
（
G

A
P
）
の

導
入

を
今

後
も

推
進

し
、

食
に

対
す

る
消

費
者

の
不

安
が

高
ま

る
中

、
引

き
続

き
、

県
産

農
産

物
の

安
全

性
確

保
に

努
め

る
。

 
           

    

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
１ １１１

    
安

全
な

農
林

産
物

の
提

供
の

推
進

 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
７

）
原

木
し

い
た

け
等

生
産

者
を

対
象

と
し

た
技

術
講

習
会

等
の

開
催

 
原

木
し

い
た

け
等

生
産

者
を

対
象

に
、

基
本

的
生

産
技

術
や

食
の

安
全

安
心

に
関

す
る

意
識

向
上

を
目

的
と

し
た

講
習

会
等

を
開

催
し

ま
す

。
 

 

①
概

要
①

概
要

①
概

要
①

概
要

    
 

愛
媛

県
森

林
組

合
椎

茸
生

産
者

連
絡

協
議

会
が

生
産

者
を

対
象

と
し

て
実

施
す

る
生

産
技

術
研

修
会

・
現

地
実

習
及

び
流

通
販

売
対

策
講

習
会

（
県

補
助

事
業

）
に

お
い

て
、

生
産

量
確

保
及

び
品

質
向

上
の

た
め

の
技

術
習

得
や

ト
レ

ー
サ

ビ
リ
テ

ィ
に

必
要

な
生

産
履

歴
の

管
理

の
徹

底
を

推
進

す
る

。
 

 ②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

    
 

【
原

木
し

い
た

け
生

産
者

技
術

講
習

会
・
研

修
会

の
開

催
回

数
】
 

回
数

維
持

に
よ

り
、

継
続

的
に

生
産

者
の

技
術

向
上

が
図

ら
れ

る
。

 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

 
 

―
 

―
 

―
 

―
 

7
回

 
 

 
実

績
 

1
2

回
 

1
3

回
 

８
回

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

 
 

 
 

―
 

 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
原

木
乾

し
い

た
け

等
生

産
促

進
事

業
費

（
林

業
政

策
課

）
 

・
原

木
し

い
た

け
生

産
者

に
対

し
、

生
産

技
術

研
修

会
・
現

地
実

習
及

び
流

通
販

売
対

策
講

習
会

に
お

い
て

、
技

術
習

得
に

よ
る

生
産

性
及

び
品

質
の

向
上

、
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
に

よ
る

安
全

性
の

確
保

の
必

要
性

等
を

指
導

し
た

。
 

〔
開

催
回

数
・
参

加
者

数
〕
 

生
産

技
術

研
修

会
・
現

地
実

習
 
 
 
７

回
 

 
延

べ
参

加
者

数
 

7
4
人

 
流

通
販

売
対

策
講

習
会

 
 

 
 

 
 
１

回
 

 
参

加
者

数
 

 
 

 
8
7
人

 
（
計

1
6
1
名

）
 

  【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
林

業
政

策
課

）
 

生
産

者
に

対
し

、
乾

し
い

た
け

生
産

に
関

す
る

知
識

及
び

技
術

の
習

得
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
市

場
や

消
費

者
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

の
品

質
・
規

格
の

検
討

な
ど

乾
し

い
た

け
生

産
者

の
食

の
安

全
安

心
に

関
す

る
意

識
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

今
後

も
、

継
続

的
に

研
修

会
等

を
開

催
し

、
生

産
者

の
維

持
・
拡

大
と

生
産

技
術

及
び

品
質

の
向

上
を

図
る

。
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基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
２ ２２２

    
安

全
な

畜
産

物
の

提
供

の
推

進
 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
８

）
生

産
者

や
飼

料
販

売
店

、
動

物
用

医
薬

品
販

売
店

等
へ

の
巡

回
 

生
産

者
や

飼
料

販
売

店
、

動
物

用
医

薬
品

販
売

店
等

を
巡

回
し

、
動

物
用

医
薬

品
や

飼
料

添
加

物
等

の
関

連
法

令
等

の
周

知
を

図
り

、
必

要
に

応
じ

て
指

導
を

実
施

し
ま

す
。

 
 ①

概
要

①
概

要
①

概
要

①
概

要
    

 
家

畜
保

健
衛

生
所

の
職

員
が

畜
産

農
家

や
飼

料
販

売
店

、
動

物
医

薬
品

販
売

店
等

を
巡

回
し

、
動

物
用

医
薬

品
や

飼
料

添
加

物
等

の
関

連
法

令
等

の
周

知
を

図
り

、
必

要
に

応
じ

て
指

導
を

実
施

す
る

。
 

 ②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

    
 

【
生

産
者

、
飼

料
販

売
店

、
動

物
医

薬
品

販
売

店
巡

回
件

数
】
 

巡
回

の
継

続
は

、
関

係
法

令
の

周
知

、
理

解
の

促
進

を
図

り
、

食
の

安
全

確
保

を
最

優
先

し
た

生
産

へ
の

意
識

向
上

へ
の

指
標

と
な

る
。

 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

―
 

8
5
0

件
 

―
 

―
 

―
 

―
 

7
0
0

件
 

 

 
実

績
 

6
3
4

件
 

6
1
9

件
 

6
2
4

件
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

《
動

物
用

医
薬

品
や

飼
料

添
加

物
等

の
関

連
法

令
》
 

医
薬

品
、

医
療

機
器

等
の

品
質

、
有

効
性

及
び

安
全

性
の

確
保

等
に

関
す

る
法

律
、

飼
料

の
安

全
性

の
確

保
及

び
品

質
の

改
善

に
関

す
る

法
律

及
び

省
令

規
則

を
い

う
。

 
  【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
飼

料
対

策
事

業
費

（
畜

産
課

）
 

●
畜

産
経

営
技

術
指

導
事

業
費

（
畜

産
課

）
 

●
家

畜
衛

生
対

策
事

業
費

（
畜

産
課

）
 

・
生

産
者

や
飼

料
販

売
店

、
動

物
医

薬
品

販
売

店
等

を
巡

回
し

、
動

物
用

医
薬

品
や

飼
料

添
加

物
等

の
関

連
法

令
等

の
周

知
を

図
り

、
必

要
に

応
じ

て
指

導
を

実
施

し
た

。
 

・
生

産
者

：
4
1
5
件

、
飼

料
販

売
店

：
8
2
件

、
動

物
医

薬
品

販
売

業
者

：
1
2
7
件

 
・
周

知
関

連
法

令
：
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

（
動

物
医

薬
品

）
、

飼
料

安
全

法
 

   【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
畜

産
課

）
 

生
産

者
や

飼
料

販
売

店
、

動
物

用
医

薬
品

販
売

業
者

へ
の

指
導

に
よ

り
、

飼
料

及
び

動
物

用
医

薬
品

の
適

正
な

使
用

、
流

通
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

 
畜

産
物

の
安

全
か

つ
安

定
的

な
供

給
を

図
る

た
め

、
今

後
も

引
き

続
き

実
施

す
る

。
 

  

            
    

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
２ ２２２

    
安

全
な

畜
産

物
の

提
供

の
推

進
 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
９

）
牛

耳
標

装
着

の
農

家
指

導
 

関
係

機
関

と
連

携
し

、
牛

の
飼

養
農

家
に

対
し

て
、

牛
の

個
体

識
別

の
た

め
の

情
報

の
管

理
及

び
伝

達
に

関
す

る
特

別
措

置
法

に
係

る
牛

耳
標

装
着

と
個

体
情

報
の

適
切

な
届

出
を

指
導

し
ま

す
。

 
 ①

概
要

①
概

要
①

概
要

①
概

要
    

 
国

（
農

政
事

務
所

）
、

農
協

等
と

連
携

し
、

畜
産

農
家

が
確

実
に

牛
へ

耳
標

装
着

し
、

国
（
家

畜
個

体
識

別
セ

ン
タ

ー
）
へ

牛
の

出
生

や
移

動
等

の
情

報
を

報
告

す
る

よ
う

指
導

す
る

。
 

 ②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

    
 

【
牛

耳
標

装
着

率
】
 

全
て

の
牛

が
耳

標
を

装
着

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

の
実

効
性

が
担

保
さ

れ
、

生
産

段
階

に
お

け
る

安
全

安
心

の
確

保
が

可
能

と
な

る
。

 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

―
 

1
0
0
%
 

―
 

―
 

―
 

―
 

1
0
0
%
 

 

 
実

績
 

1
0
0
%
 

1
0
0
%
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

《
牛

耳
標

》
 

国
内

で
生

ま
れ

た
全

て
の

牛
及

び
輸

入
さ

れ
た

牛
に

、
1
0
桁

の
「
個

体
識

別
番

号
」
が

印
字

さ
れ

た
耳

標
が

装
着

さ
れ

、
そ

の
牛

の
種

別
（
黒

毛
和

牛
な

ど
）
、

出
生

年
月

日
、

出
生

地
、

飼
養

地
、

と
畜

（
食

肉
に

す
る

た
め

の
解

体
処

理
）
年

月
日

、
と

畜
場

の
名

称
・
所

在
地

な
ど

が
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

登
録

さ
れ

る
。

こ
の

番
号

は
、

食
肉

の
流

通
販

売
過

程
に

お
い

て
も

明
記

さ
れ

、
誰

で
も

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ

て
そ

の
牛

の
履

歴
を

参
照

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

《
個

体
情

報
の

内
容

》
 

耳
標

の
番

号
と

牛
の

飼
養

者
、

飼
養

場
所

、
牛

の
品

種
性

別
等

の
情

報
 

 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
死

亡
牛

全
頭

検
査

事
業

費
（
畜

産
課

）
 

●
畜

産
経

営
技

術
指

導
事

業
費

（
畜

産
課

）
 

・
国

の
農

政
事

務
所

や
ＪＡ

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

、
牛

の
飼

養
農

家
に

対
し

て
、

牛
の

個
体

識
別

の
た

め
の

情
報

の
管

理
及

び
伝

達
に

関
す

る
特

別
措

置
法

に
係

る
牛

耳
標

装
着

と
個

体
情

報
の

適
切

な
届

出
を

指
導

し
た

。
 

・
牛

の
死

亡
時

に
お

い
て

個
体

識
別

耳
標

を
確

認
す

る
こ

と
で

、
ト
レ

ー
サ

ビ
リ
テ

ィ
の

確
保

に
努

め
た

。
 

・
周

知
内

容
：
耳

標
の

報
告

方
法

（
Ｆ

Ａ
Ｘ

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
等

）
、

耳
標

が
脱

落
し

た
場

合
の

処
置

等
 

  【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
畜

産
課

）
 

牛
耳

標
に

よ
る

県
内

の
牛

ト
レ

ー
サ

ビ
リ
テ

ィ
体

制
は

確
立

さ
れ

て
お

り
、

全
て

の
牛

に
お

い
て

耳
標

装
着

が
図

ら
れ

た
。

 
今

後
も

同
様

の
体

制
を

維
持

し
、

生
産

段
階

に
お

け
る

安
全

安
心

を
確

保
す

る
。
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基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
２ ２２２

    
安

全
な

畜
産

物
の

提
供

の
推

進
 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
１

０
）
消

費
者

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

生
産

技
術

の
開

発
 

県
の

研
究

機
関

に
お

い
て

、
安

全
安

心
な

農
畜

産
物

生
産

の
た

め
の

技
術

を
開

発
し

ま
す

。
 

 ①
概

要
①

概
要

①
概

要
①

概
要

    
 

畜
産

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
薬

剤
に

頼
ら

な
い

家
畜

の
飼

養
方

法
や

飼
料

作
物

栽
培

等
、

家
畜

を
健

康
に

飼
養

し
、

消
費

者
が

求
め

る
安

全
な

畜
産

物
の

提
供

に
必

要
な

技
術

開
発

を
行

う
。

 
 ②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
    

 
【
安

全
安

心
な

農
畜

産
物

生
産

に
関

す
る

開
発

技
術

の
数

（
累

積
）
】
 

生
産

技
術

の
開

発
数

は
、

安
全

安
心

と
い

う
消

費
者

ニ
ー

ズ
に

応
え

た
生

産
へ

の
取

組
み

の
推

進
状

況
の

指
標

と
な

る
。

 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

―
 

6
 

―
 

―
 

―
 

―
 

7
 

 

 
実

績
 

4
 

5
 

5
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

 
 

 
 

―
 

 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

（
畜

産
課

）
 

近
年

の
配

合
飼

料
価

格
の

高
止

ま
り

に
よ

る
生

産
コ

ス
ト

の
増

加
や

Ｔ
Ｐ

Ｐ
等

に
よ

る
国

際
間

競
争

の
激

化
等

か
ら

、
農

家
収

益
の

向
上

に
直

接
的

な
効

果
を

も
た

ら
す

生
産

コ
ス

ト
低

減
技

術
や

生
産

性
向

上
技

術
を

中
心

と
し

た
技

術
開

発
を

優
先

実
施

し
た

こ
と

か
ら

、
取

組
み

実
績

な
し

。
 

      【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
畜

産
課

）
 

農
家

経
営

の
安

定
に

つ
な

が
る

技
術

開
発

を
優

先
実

施
し

て
お

り
、

取
組

み
実

績
は

0
と

な
っ

た
。

し
か

し
、

県
産

畜
産

物
の

安
全

安
心

を
図

る
技

術
も

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
消

費
者

ニ
ー

ズ
等

に
ア

ン
テ

ナ
を

向
け

、
必

要
な

技
術

の
開

発
に

取
り

組
ん

で
参

り
た

い
。

 
            

    

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
２ ２２２

    
安

全
な

畜
産

物
の

提
供

の
推

進
 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
１

１
）
畜

産
関

係
生

産
者

の
巡

回
に

よ
る

普
及

指
導

 
畜

産
関

係
団

体
等

と
連

携
し

、
技

術
情

報
及

び
関

連
法

令
等

の
基

準
等

を
生

産
者

へ
周

知
、

普
及

し
、

必
要

に
応

じ
て

指
導

し
ま

す
。

 
 ①

概
要

①
概

要
①

概
要

①
概

要
    

 
毎

年
、

家
畜

保
健

衛
生

所
職

員
が

畜
産

関
係

団
体

等
と

連
携

し
、

技
術

情
報

及
び

関
連

法
令

等
の

基
準

等
を

生
産

者
へ

周
知

、
普

及
し

、
必

要
に

応
じ

て
指

導
す

る
。

 
 ②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
    

 
【
畜

産
関

係
生

産
者

巡
回

戸
数

】
 

県
内

畜
産

農
家

の
巡

回
（
全

戸
）
す

る
こ

と
は

、
生

産
者

が
安

全
安

心
を

確
保

す
る

た
め

の
生

産
技

術
の

習
得

、
実

践
の

指
標

と
な

る
。

 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

―
 

全
戸

 
―

 
―

 
―

 
―

 
全

戸
 

 

 
実

績
 

57
5(

全
戸

) 
54

1(
全

戸
) 

49
8（

全
戸

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

 
 

 
 

―
 

 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
畜

産
経

営
技

術
指

導
事

業
費

（
畜

産
課

）
 

・
家

畜
保

健
衛

生
所

、
農

業
改

良
普

及
員

、
市

町
、

ＪＡ
職

員
等

の
連

携
に

よ
り

、
農

場
Ｈ

Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ

の
事

例
等

の
技

術
情

報
の

紹
介

、
飼

料
安

全
法

や
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

（
動

物
医

薬
品

）
等

の
関

連
法

令
の

基
準

等
を

生
産

者
へ

周
知

普
及

し
た

。
 

・
農

家
戸

数
：
酪

農
1
2
4
戸

、
肉

用
牛

2
0
2
戸

、
養

豚
8
9
戸

、
養

鶏
8
3
戸

 
    【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
畜

産
課

）
 

畜
産

関
係

団
体

等
と

連
携

し
、

全
農

家
へ

巡
回

指
導

を
実

施
し

た
。

リ
ー

フ
レ

ッ
ト
等

を
活

用
し

技
術

情
報

及
び

関
連

法
令

等
の

基
準

等
の

周
知

、
普

及
が

図
ら

れ
た

。
 

今
後

も
、

生
産

者
に

法
令

等
の

周
知

を
図

る
た

め
、

畜
産

関
係

団
体

と
連

携
し

て
引

き
続

き
実

施
す

る
。
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基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
２ ２２２

    
安

全
な

畜
産

物
の

提
供

の
推

進
 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
１

２
）
死

亡
牛

の
Ｂ

Ｓ
Ｅ

検
査

 
4
8
ヶ

月
齢

以
上

の
県

内
生

産
農

場
の

死
亡

牛
全

頭
に

対
し

て
、

Ｂ
Ｓ

Ｅ
検

査
を

実
施

し
、

感
染

牛
の

摘
発

と
感

染
経

路
の

究
明

に
努

め
ま

す
。

 
 ①

概
要

①
概

要
①

概
要

①
概

要
    

 
家

畜
病

性
鑑

定
所

に
お

い
て

、
4
8
ヶ

月
齢

以
上

の
県

内
生

産
農

場
の

死
亡

牛
全

頭
に

対
し

て
、

Ｂ
Ｓ

Ｅ
検

査
を

実
施

し
、

感
染

牛
の

摘
発

と
感

染
経

路
の

究
明

に
努

め
る

。
な

お
、

4
8
ヶ

月
未

満
の

牛
に

つ
い

て
も

、
神

経
症

状
を

呈
し

て
死

亡
し

た
場

合
等

B
S
E
が

疑
わ

れ
る

場
合

は
検

査
を

行
う

。
 

 ②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

    
 

 
 

 
 

―
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

《
Ｂ

Ｓ
Ｅ

（
B

o
vi

n
e 

S
p
o
n
gi

fo
rm

 
E

n
ce

p
h
al

o
p
at

h
y
）
》
 

「
牛

海
綿

状
脳

症
」
と

訳
さ

れ
、

Ｔ
Ｓ

Ｅ
（
伝

達
性

海
綿

状
脳

症
：
T

ra
n
sm

is
si

b
le

 
S
p
o
n
g
if
o
rm

 
E

n
ce

p
h
al

o
p
at

h
y）

と
い

う
、

未
だ

十
分

に
解

明
さ

れ
て

い
な

い
伝

達
因

子
（
病

気
を

伝
え

る
も

の
）
と

関
係

す
る

病
気

の
ひ

と
つ

で
、

牛
の

脳
の

組
織

に
ス

ポ
ン

ジ
状

の
変

化
を

起
こ

し
、

起
立

不
能

等
の

症
状

を
示

す
遅

発
性

か
つ

悪
性

の
中

枢
神

経
系

の
疾

病
。

 
 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
死

亡
牛

全
頭

検
査

事
業

費
（
畜

産
課

）
 

・
4
8
ヶ

月
齢

以
上

の
県

内
生

産
農

場
の

死
亡

牛
全

頭
及

び
神

経
症

状
を

呈
し

て
死

亡
し

た
牛

（
計

1
9
4
頭

）
に

つ
い

て
、

家
畜

病
性

鑑
定

所
に

お
い

て
Ｂ

Ｓ
Ｅ

検
査

を
実

施
し

た
が

、
県

内
で

の
Ｂ

Ｓ
Ｅ

感
染

牛
は

な
か

っ
た

。
 

          【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
畜

産
課

）
 

県
内

死
亡

牛
に

お
け

る
、

B
S
E
の

監
視

体
制

が
確

立
さ

れ
て

お
り

、
今

後
も

同
様

の
体

制
に

よ
り

監
視

を
強

化
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

    

            
    

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
２ ２２２

    
安

全
な

畜
産

物
の

提
供

の
推

進
 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
１

３
）
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

策
 

生
産

段
階

で
の

対
策

と
し

て
発

生
防

止
対

策
の

指
導

、
養

鶏
場

で
の

検
査

の
実

施
、

異
常

鶏
の

早
期

通
報

体
制

及
び

発
生

時
の

防
疫

体
制

の
整

備
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

 ①
概

要
①

概
要

①
概

要
①

概
要

    
 

定
期

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

検
査

（
血

液
検

査
、

ウ
イ

ル
ス

分
離

検
査

）
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
発

生
予

防
策

や
発

生
時

の
体

制
整

備
を

実
施

す
る

。
 

 ②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

    
 

【
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
検

査
羽

数
】
 

鶏
肉

や
鶏

卵
を

食
べ

る
こ

と
に

よ
り

、
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

ィ
ル

ス
が

人
に

感
染

し
た

例
は

な
い

が
、

養
鶏

場
で

の
定

期
的

な
サ

ン
プ

リ
ン

グ
検

査
の

実
施

は
、

消
費

者
ニ

ー
ズ

に
応

え
た

安
全

安
心

な
畜

産
物

生
産

へ
の

取
組

み
状

況
の

指
標

と
な

る
。

 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

―
 

対
象

鶏
全

羽
 

―
 

―
 

―
 

―
 

対
象

鶏
全

羽
 

 

 
実

績
 

1
,1

9
0

羽
 

1
,2

7
0

羽
 

1
,2

5
0

羽
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

 
 

 
 

―
 

 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
家

畜
伝

染
病

予
防

事
業

費
（
畜

産
課

）
 

・
県

内
の

対
象

養
鶏

場
の

1
,2

5
0
羽

を
対

象
に

家
畜

保
健

衛
生

所
の

獣
医

師
が

検
査

を
実

施
し

、
全

羽
に

つ
い

て
異

常
は

な
か

っ
た

。
 

●
家

畜
伝

染
病

防
疫

体
制

強
化

事
業

費
（
畜

産
課

）
 

・
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
発

生
時

に
、

迅
速

的
確

な
初

動
対

応
が

実
施

で
き

る
よ

う
、

必
要

な
防

疫
資

機
材

を
追

加
配

備
し

た
。

 
    【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
畜

産
課

）
 

県
内

養
鶏

場
に

お
け

る
、

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
監

視
体

制
が

確
立

さ
れ

て
お

り
、

今
後

も
同

様
の

体
制

に
よ

り
監

視
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
防

疫
作

業
に

必
要

な
資

機
材

を
配

備
す

る
こ

と
で

、
同

病
の

防
疫

体
制

を
整

備
し

た
。
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基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
３ ３３３

    
安

全
な

水
産

物
の

提
供

の
推

進
 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
１

４
）
養

殖
衛

生
管

理
体

制
の

推
進

 
養

殖
業

者
に

対
し

、
水

産
用

医
薬

品
や

ワ
ク

チ
ン

の
適

正
使

用
に

つ
い

て
指

導
す

る
ほ

か
、

養
殖

衛
生

管
理

技
術

に
関

す
る

講
習

会
を

実
施

し
ま

す
。

 
 ①

概
要

①
概

要
①

概
要

①
概

要
    

 
魚

病
対

策
と

し
て

、
疾

病
魚

の
迅

速
か

つ
正

確
な

診
断

の
他

、
養

殖
業

者
、

医
薬

品
販

売
業

者
等

を
対

象
に

水
産

用
医

薬
品

や
ワ

ク
チ

ン
の

適
正

な
使

用
に

つ
い

て
指

導
す

る
と

と
も

に
、

養
殖

衛
生

管
理

技
術

に
関

す
る

講
習

会
（
研

修
会

）
を

実
施

す
る

。
 

 ②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

    
 

【
養

殖
衛

生
管

理
指

導
を

行
っ

た
養

殖
経

営
体

数
の

割
合

】
 

養
殖

業
者

へ
の

指
導

状
況

の
指

標
と

な
る

。
 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

―
 

7
0
.0

%
 

―
 

―
 

―
 

―
 

7
0
.0

%
 

 

 
実

績
 

7
1
.9

%
 

6
0
.1

%
 

6
3
.6

%
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

 
 

 
 

―
 

 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
魚

病
対

策
指

導
費

（
水

産
課

）
 

魚
類

養
殖

に
お

け
る

魚
病

対
策

の
推

進
及

び
生

産
さ

れ
た

養
殖

水
産

物
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

、
防

疫
関

係
会

議
へ

の
参

加
や

防
疫

対
策

会
議

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

養
殖

魚
の

疾
病

の
診

断
及

び
治

療
対

策
の

指
導

、
水

産
用

医
薬

品
の

適
正

使
用

の
指

導
、

医
薬

品
残

留
検

査
を

行
っ

た
。

 
・
防

疫
対

策
会

議
の

開
催

結
果

 
〔
日

程
・
参

加
者

数
〕
 

4
月

2
2
日

 
愛

媛
県

漁
業

協
同

組
合

連
合

会
宇

和
島

支
部

 
漁

業
研

修
セ

ン
タ

ー
 
 

5
4
名

 
・
魚

病
診

断
件

数
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
6
1
9
件

 
・
水

産
用

ワ
ク

チ
ン

使
用

指
導

書
発

行
件

数
 

 
 
2
3
7
件

 
・
医

薬
品

残
留

検
査

（
ブ

リ
、

マ
ダ

イ
、

ヒ
ラ

メ
）
 

 
3
0
検

体
 

（
い

ず
れ

も
異

常
な

し
（
検

出
限

界
以

下
）
）
 

   【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
水

産
課

）
 

養
殖

業
者

等
を

対
象

と
し

た
防

疫
対

策
会

議
を

開
催

し
、

水
産

用
医

薬
品

や
ワ

ク
チ

ン
の

適
正

使
用

等
を

指
導

し
た

。
ま

た
、

魚
病

診
断

に
よ

り
被

害
の

軽
減

、
疾

病
の

蔓
延

防
止

を
図

っ
た

。
更

に
、

水
産

用
ワ

ク
チ

ン
が

適
正

に
使

用
す

る
と

確
認

さ
れ

た
者

に
対

し
て

水
産

用
ワ

ク
チ

ン
使

用
指

導
書

を
発

行
し

た
。

 
今

後
も

適
切

な
防

疫
対

策
指

導
を

行
い

、
養

殖
生

産
物

の
安

全
性

を
確

保
す

る
。

 
          

    

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
３ ３３３

    
安

全
な

水
産

物
の

提
供

の
推

進
 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
１

５
）
貝

毒
検

査
の

実
施

 
貝

毒
原

因
プ

ラ
ン

ク
ト
ン

の
出

現
動

向
に

合
わ

せ
て

、
公

定
検

査
法

に
よ

り
ア

サ
リ

な
ど

二
枚

貝
の

貝
毒

量
を

検
査

し
、

貝
毒

の
発

生
監

視
及

び
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。
 

 ①
概

要
①

概
要

①
概

要
①

概
要

    
 

宇
和

海
で

貝
毒

を
蓄

積
さ

せ
る

原
因

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

は
、

春
～

初
夏

に
出

現
す

る
ア

レ
キ

サ
ン

ド
リ

ウ
ム

・
カ

テ
ネ

ラ
、

冬
季

～
初

夏
に

出
現

す
る

ギ
ム

ノ
デ

ィ
ニ

ウ
ム

・
カ

テ
ナ

ー
タ

ム
の

2
種

で
あ

る
が

、
い

ず
れ

の
種

類
も

ア
サ

リ
等

の
二

枚
貝

類
に

麻
痺

性
貝

毒
を

蓄
積

さ
せ

る
。

 
県

で
は

、
定

期
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
に

よ
り

貝
毒

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

が
安

全
基

準
値

を
超

え
て

増
殖

し
た

場
合

は
、

貝
毒

の
発

生
監

視
を

行
な

う
た

め
、

ア
サ

リ
等

の
二

枚
貝

の
毒

量
を

検
査

し
て

い
る

。
 

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

    
 

【
貝

毒
検

査
の

予
定

件
数

に
占

め
る

検
査

件
数

の
割

合
】
 

検
査

率
の

維
持

に
よ

り
貝

毒
発

生
確

認
の

活
動

状
況

の
指

標
と

な
る

。
 

 
年

度
 

(H
2
5
) 

(H
2
6
) 

H
2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

H
3
1
 

 

 
目

標
 

―
 

1
0
0
%
 

―
 

―
 

―
 

―
 

1
0
0
%
 

 

 
実

績
 

1
0
0
%
 

1
0
0
%
 

1
0
0
%
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

《
安

全
基

準
値

》
 

貝
毒

の
蓄

積
が

懸
念

さ
れ

る
プ

ラ
ン

ク
ト
ン

濃
度

 
 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
漁

場
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
指

導
事

業
費

(水
産

課
) 

毒
化

し
た

二
枚

貝
が

流
通

さ
れ

な
い

よ
う

、
原

因
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
の

出
現

動
向

に
合

わ
せ

、
貝

毒
検

査
を

実
施

し
た

。
 

〈
検

査
実

施
状

況
〉
 

 
 

4
/
2
0
 

 
ア

サ
リ
(御

荘
湾

) 
 

 
 

4
/
1
8
採

取
分

 
 
貝

毒
量

検
出

限
界

値
以

下
 

 
 

4
/
2
1
 

 
ア

サ
リ
(岩

松
湾

) 
 

 
 

4
/
2
0
採

取
分

 
 
貝

毒
量

検
出

限
界

値
以

下
 

 
 

5
/
1
4
 

 
イ

ワ
ガ

キ
(御

荘
湾

) 
 

 
5
/
1
3
採

取
分

 
 
貝

毒
量

検
出

限
界

値
以

下
 

     【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
水

産
課

）
 

平
成

2
7
年

度
は

、
4
月

、
5
月

に
採

取
し

た
二

枚
貝

を
用

い
て

、
貝

毒
の

毒
量

を
3
回

検
査

し
て

規
制

値
以

下
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

、
宇

和
海

に
お

け
る

二
枚

貝
類

の
安

全
性

を
確

保
し

た
。

 
今

後
も

貝
毒

原
因

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

調
査

及
び

貝
毒

検
査

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
二

枚
貝

の
安

全
性

を
確

保
す

る
。
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基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

基
本

施
策

Ⅰ ⅠⅠⅠ
    

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
食

の
安

全
安

心
の

確
保

 
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
Ⅰ

－
①

Ⅰ
－

①
    

生
産

ス
テ

ー
ジ

 
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
施

策
の

方
向

施
策

の
方

向
３ ３３３

    
安

全
な

水
産

物
の

提
供

の
推

進
 

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

具
体

的
な

取
組

み
具

体
的

な
取

組
み

    
 

（
１

６
）
養

殖
ヒ

ラ
メ

に
係

る
新

種
ク

ド
ア

の
防

疫
体

制
の

推
進

 
食

中
毒

の
原

因
と

さ
れ

る
新

種
ク

ド
ア

の
県

内
ヒ

ラ
メ

養
殖

場
へ

の
侵

入
及

び
新

種
ク

ド
ア

が
寄

生
し

た
養

殖
ヒ

ラ
メ

の
流

通
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
、

「
愛

媛
県

ク
ド

ア
疾

病
対

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
に

基
づ

き
、

新
種

ク
ド

ア
の

検
査

対
応

や
、

確
認

さ
れ

た
場

合
の

出
荷

自
粛

等
を

指
導

す
る

ほ
か

、
ま

ん
延

防
止

や
被

害
軽

減
に

資
す

る
知

見
を

収
集

し
、

関
係

者
へ

の
情

報
提

供
に

努
め

ま
す

。
 

①
概

要
①

概
要

①
概

要
①

概
要

    
 

「
愛

媛
県

ク
ド

ア
疾

病
対

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
に

基
き

、
水

産
研

究
セ

ン
タ

ー
が

県
内

の
ヒ

ラ
メ

を
検

査
す

る
と

と
も

に
、

被
害

の
軽

減
に

資
す

る
新

た
な

技
術

の
開

発
を

行
っ

て
お

り
、

今
後

も
引

き
続

き
実

施
す

る
。

 
 ②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
②

推
進

指
標

②
推

進
指

標
    

 
 

 
 

 
―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

③
用

語
解

説
③

用
語

解
説

    
 

《
新

種
ク

ド
ア

》
 

正
式

名
称

は
K

u
d
o
a 

se
p
te

m
p
u
n
ct

at
a（

ク
ド

ア
・
セ

プ
テ

ン
プ

ン
ク

タ
ー

タ
）
。

魚
類

に
寄

生
す

る
寄

生
虫

の
一

種
と

し
て

、
近

年
新

た
に

発
見

さ
れ

た
。

ヒ
ラ

メ
へ

の
寄

生
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

寄
生

し
た

ヒ
ラ

メ
を

生
食

す
る

こ
と

で
一

定
量

の
ク

ド
ア

が
摂

取
さ

れ
る

と
、

一
過

性
の

食
中

毒
を

引
き

起
こ

す
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
る

。
ク

ド
ア

を
肉

眼
で

確
認

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
が

、
熱

等
に

は
弱

く
、

一
定

条
件

下
で

の
加

熱
や

冷
凍

に
よ

り
食

中
毒

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 【
平

成
2
7
年

度
事

業
実

施
状

況
】
 

●
養

殖
ヒ

ラ
メ

の
寄

生
虫

防
除

対
策

試
験

（
水

産
課

）
 

ヒ
ラ

メ
の

養
殖

場
等

に
お

け
る

ク
ド

ア
の

生
活

環
及

び
感

染
経

路
を

解
明

す
る

と
と

も
に

、
得

ら
れ

た
知

見
を

基
に

効
果

的
な

防
除

技
術

を
開

発
し

、
ク

ド
ア

に
よ

る
食

中
毒

を
未

然
に

防
止

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

試
験

を
行

っ
た

。
 

○
ヒ

ラ
メ

の
ク

ド
ア

検
査

 
 

・
水

産
研

究
セ

ン
タ

ー
 

魚
類

検
査

室
 

2
4
件

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
栽

培
資

源
研

究
所

 
3
件

 
        【
平

成
2
7
年

度
取

組
み

の
評

価
】
 

（
水

産
課

）
 

ヒ
ラ

メ
養

殖
用

種
苗

(2
4
0
尾

)、
養

殖
ヒ

ラ
メ

(9
2
尾

)及
び

天
然

ヒ
ラ

メ
（
5
2
尾

）
に

つ
い

て
ク

ド
ア

の
保

有
状

況
を

検
査

し
た

結
果

、
い

ず
れ

か
ら

も
ク

ド
ア

・
セ

プ
テ

ン
プ

ン
ク

タ
ー

タ
は

検
出

さ
れ

な
か

っ
た

。
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